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【全日検有額回答】
�





５５１号





１１月２９日（水）　１１：００～１２：００　第６回検数労連１７冬季一時金交渉


最大限の追求も修正回答には至らず


現回答を持って収拾に向けた機関討議に入る旨を表明。

















【日検協会有額回答（最終：要旨）】


（１）支給額　職員・雇員


（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α


（194,456円×8,770円）×2.0ヵ月＋40,332円＋α


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国平均446,784円＋α





（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α｝


　　　　　　　　　　　　　　　0.8×在籍日数／180日





（３）支給日　平成２９年１２月８日





（４）支給対象者　平成２９年１２月８日現在、在籍の職員、雇員





（５）計算期間　　平成２９年６月１日より平成２９年１１月３０日までとする。





（６）その他の取り扱いは、従来どおりとする。


　　　　　　　以上





【第６回交渉】


　１１月２９日（水）第６回検数労連１７冬季一時金交渉で組合は再度修正回答を求め、最大限の追求を行いましたが、結果として両協会から修正回答を引き出させるまでには至りませんでした。


【日検協会】


　昨日の交渉後、再度、様々な角度から検討してみたが、結果的に修正回答を提示できる状況にないことに変わりがなかった。　


このことを理解していただき、労組には英断を願いたい。




































































【全日検】


　先日の交渉でも主張した通り、最大限の回答を提示しているため、これ以上の修正回答はできない。


　よって、労組には理解を願いたい。





【組合主張】


　組合は両協会の主張を受け、休憩をはさみ議論した結果、これ以上の修正回答については困難であると判断。


交渉再開後、両協会に対し、次の通り主張をした後、１７冬季一時金交渉収拾に向けた機関討

















【全日検有額回答（最終：要旨）】


（１）支給額　算式


算　　式（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


職員平均（205,496円）×1.713＋98,108円＋α


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国一人平均450,123円＋α





（２）一　律


5年未満　86,000円　10年未満88,500円　15年未満　91,000円


　　20年未満  97,000円　20年以上　170,000円





（３）α＝調整加算・特別評価





（４）その他身分


　　準職員　半年未満　30,000円　1年未満　60,000円　5年未満80,000


　　　　　　円　10年未満120,000円　10年以上140,000円


　　契約雇員　150,000円





（5）支給日　平成29年12月8日（金）


　　　ただし、5銀行営業日前までの妥結意思表明を条件とする。





その他


　①　支給当日の在籍者に対し、平成29年12月1日現在の身分給与により計算し支給する。


　②　支給計算期間について　平成29年5月1日～10月31日


　③その他取り扱いは、従来通りとする。　　　　　　　　　　　　　








　　　　　　　以上





議に入る旨を表明しました。


　


【両協会に対して】


①要求に沿った修正回答が示されず不満が残る。


②企業が存続発展するためには、両協会ともこの厳しい状況を乗り切らなければならない。


それには、企業基盤を支える『人材への投資』が必要であり、組合員の働く意欲や活力の高揚をはかることが求められる。さらに、労働力不足を迎えた中で、とりわけ検数業における人材の確保は最も重要な課題である。












































次回交渉


12／1（金）


１５：００～


中闘見解に対する


意見集約は１日（金）１３：００までにお願いします。

















付加価値を生み出す職員の流出に歯止めを掛け、また、逆に優秀な人材を確保するためにも検数の魅力を高めていかなければならない。そのためにも一時金は重要な位置付けにあることを強調しておく。










































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


